
 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ノンカフェイン・カフェインレス飲料について教えてください。 

 

 

 良質な睡眠を求めるなど、健康志向の高まりで近年需要が増しているノンカフェイン・カフェインレス飲料。 

2018 年には市場規模 3,260 億円、2024 年には「カフェインレスコーヒー」だけで 50 億円を突破するなど、 

その規模は拡大しています。 
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⚫ ノンカフェイン 

カフェインを一切含まない。 

⚫ カフェインレス 

カフェインが少ないことを示す。コーヒーでは、 

「カフェインを 90%以上除去したコーヒー」と定義

がある。紅茶、煎茶も一般的な基準は同じ。 

「デカフェ」は基本的にカフェインレスコーヒーと 

同じ。海外で主流の呼び方。 

ノンカフェイン・カフェインレスの違い  

 

ノンカフェイン飲料の例 

麦茶、そば茶、黒豆茶、ごぼう茶、あずき茶、 

たんぽぽ茶、ルイボスティー など 

 

カフェインレスのメリット◎ カフェインレスのデメリット… 

◼ 時間帯を気にせず飲める 

◼ 妊娠・授乳中でも飲みやすい 

◼ 商品の選択肢が少ない 

◼ 一般的な商品より割高なものが多い 

カフェインのメリット◎ カフェインのデメリット… 

◼ 適量を摂取すると頭が冴える 

◼ 眠気が覚める 

などの効果が期待される 

◼ 利尿作用がありトイレが近くなる 

◼ 過剰摂取はめまいや心拍数の増加、 

震え等の健康被害をもたらすことがある 

 

 

 

カフェインが含まれる飲料 

コーヒー、抹茶、紅茶、煎茶、ウーロン茶、エナジードリンク など 

 

ほうじ茶、番茶、和紅茶（国産茶葉を用いて、国内で

製造された紅茶）やフレーバーティー（花や果実など

で香りをつけたお茶）、ハーブブレンドティー など 

 

 

カフェインレス飲料の例 


